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「和泉市 新型コロナウイルス対策に関する市立学校の臨時休業の基準」の 

改定（Ver．5.３）について 

 

 

平素は本市立学校における教育活動の充実に向け、ご理解ご協力をいただき

ありがとうございます。 

さて、この度、厚生労働省より新型コロナウイルス感染症の患者に対する療

養期間の見直しがありました。 

つきましては、これを踏まえ、臨時休業基準について、療養期間を変更し、

改定（Ver．5.3）にしましたのでお知らせします。 

市立学校におきましては、引き続き感染防止対策を徹底してまいりますので、

ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

なお、臨時休業の判断基準につきましては変更がないことを申し添えます。 

 

記 

【新型コロナウイルス感染症の患者に対する療養期間について】 
（１）有症状患者（※１） 
（ａ）（ｂ）以外の者 

・発症日から７日間経過し、かつ、症状軽快後24時間経過した場合には８日目から解除を
可能とする。 

・ただし、10 日間が経過するまでは、感染リスクが残存することから、検温など自身に
よる健康状態の確認や、高齢者等ハイリスク者との接触、ハイリスク施設への不要不急
の訪問、感染リスクの高い場所の利用や会食等を避けること、マスクを着用すること等、
自主的な感染予防行動の徹底をお願いします。 

(ｂ) 現に入院している者（※２） 
・発症日から10 日間経過し、かつ、症状軽快後72 時間経過した場合に11日目から解
除を可能とする。 

※１ 人工呼吸器等による治療を行った場合を除く。 
（２）無症状患者（無症状病原体保有者） 

・検体採取日から７日間を経過した場合には８日目に療養解除を可能とする 
・加えて、５日目の検査キットによる検査で陰性を確認した場合には、５日間経過後（６
日目）に解除を可能とする。 
ただし、７日間が経過するまでは、感染リスクが残存することから、検温など自身に
よる健康状態の確認や、高齢者等ハイリスク者との接触、ハイリスク施設への不要不
急の訪問、感染リスクの高い場所の利用や会食等を避けること、マスクを着用するこ
と等、自主的な感染予防行動の徹底をお願いします。 

 

※市ホームページにも掲載しています。 

 ※裏面の大阪府作成のフローチャートも参照してください。 



新型コロナウイルス感染症と診断された後の流れ
～保健所からの連絡や療養についてフローチャート～

年齢 75歳未満 75歳以上
保健所
の連絡

原則、保健所からの電話連絡はありません。
保健所から連絡します。
※連絡までに時間を要することがあります。

療養決定

下記の重症化リスクがなければ原則宿泊療養です。
※ただし４０歳未満で重症化リスクがなく、感染管理対策が可能な場合は
原則自宅療養です。（同居家族に高齢者、免疫不全等要配慮者、医療・介護
従事者がいる場合は宿泊療養も可です。）

保健所が電話で状況を伺い療養決定します。

基礎疾患
の有無

療養

療養期間

①40歳以上75歳未満の者のうち、重症化のリスク因子となる疾病等※を複数持つ者
※ワクチン未接種（ワクチン接種が１回のみの者も含む）、悪性腫瘍、慢性呼吸器疾患（COPD等）、慢性
腎臓病、心血管疾患、脳血管疾患、喫煙歴、高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満（BMI 30以上）、臓器の
移植、免疫抑制剤、抗がん剤等の使用その他の事由による免疫機能の低下
②妊娠している方

①②の重症化
リスクなし

①②いずれかの
重症化リスクあり

その他重症化の
不安因子がある

保健所から連絡

保健所から連絡がない場合の対応
①保健所へ連絡
②保健所に繋がらない場合は、
自宅待機SOS（電話０５７０－０５５２２１）に連絡

入院 宿泊療養宿泊療養もしくは自宅療養

○自宅療養に必要な情報を「自宅療養者支援サイト」で確認
https://www.pref.osaka.lg.jp/kansenshoshien/jitaku_ryouyou/index.html

○宿泊療養を希望する場合や体調が悪化して受診したい場合は、
自宅待機SOS(電話0570-05５221)に連絡

0日 1日 2日 ３日 ４日 5日 6日 7日 8日

例） 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9

【有症状】
発症日

療養
解除

【無症状】
検体採取日

療養
解除

同一世帯内で陽性者が判明した場合、同一世帯全ての同居者は濃厚接触者になります。

【あなたの同居者に、次の２つをお伝えください。】

①自宅待機・外出自粛・健康観察
陽性者との最終接触日を0日目として5日間＊
(健康観察は7日間経過するまで実施)

②検査
無症状：医療機関を受診せず、自宅待機
有症状：発熱や倦怠感等が続く場合は医療機関を受診

①②の重症化リスクの有無に
かかわらず保健所から連絡

同居者の方への対応

療養期間（7日間）

○大阪府ホームページ 『陽性者と濃厚接触の可能性がある場合の対応について』
https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/youseinoukoujigyou.html （QRコード）

有症状者は発症日を0日目として7日間、無症状者は検体採取日を0日目として７日間は自宅待機してください。
無症状者が療養期間中に症状が出た場合は、療養期間が変わりますので保健所へご連絡ください。

療養方法を決定（保健所）

＊別の同居者が陽性となった場合は、改めてその同居者が発症した日を0日目として5日間となります。

（QRコード）

保健所から
SMSにより

必要な情報を案内

※1
症状軽快後24時間経過した場合

※2
5日目の検査キットによる検査で
陰性を確認した場合は6日目に
療養期間の短縮が可能

療養期間（7日間※1）

療養期間（5日間※2）



（令和4年9月9日　Ver.5.3）

感染が判明 濃厚接触者に特定 発熱咳等の症状あり

児童生徒本人
（教職員含む）

療養期間中は
出席停止（※1）

原則として５日間
出席停止（※2）

自宅で休養・病院受診
（出席停止）

当該学校 下記判断基準参照 休業としない 休業としない

周辺の学校 休業としない
（市教委にて判断）

休業としない 休業としない

　　　　間の学級閉鎖とする。

和泉市　新型コロナウイルス対策に関する市立学校の臨時休業の基準
本基準は、令和2年7月3日付　教保第1480号　「〔COVID-19〕児童生徒等及び教職員に感染者が確認された場合の基本的な対応について」（大阪府教育庁）に基づき、和泉市教育
委員会として策定。令和3年8月27日付　「学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感染が確認された場合の対応ガイドライン」（文部科学省）を踏まえ、Ｖｅｒ.4に改定。令
和4年1月26日付「府立学校における今後の教育活動等について」を踏まえ、Ｖｅｒ.5に改定。令和4年1月31日付教保第2644号「新型コロナウイルス感染症に係る濃厚接触者の待機
期間等の変更について」を踏まえ、Ｖｅｒ.5.1に改定。令和4年7月25日付教小中第2048号「濃厚接触者の待機期間の見直し等について」を踏まえ、Ver.5.2に改定。令和4年9月8日付教
保第2069号「新型コロナウイルス感染症の患者に対する療養期間等の見直しについて（通知）」を踏まえ、Ver.5.3に改定。今後の状況等を踏まえながら、必要に応じて改定するもの
とする。

【臨時休業の判断基準】

　　  次の場合に、臨時休業の実施及び期間等について決定する。

　　　 ・直近３日間の陽性者及び学校内における濃厚接触者が学級において複数（１５％以上）確認された場合は、原則３日

　　　・複数の学級を閉鎖するなど、学年内で感染が広がっている可能性が高い場合は、原則３日間の学年閉鎖とする。

　　　・複数の学年を閉鎖することに加えて、閉鎖していない学年に感染者が存在するなど、学校内で感染が広がっている可

　　　　能性が高い場合は、原則３日間の学校全体の臨時休業とする。

　　   ・上記以外においても、感染者や風邪症状等の人数の状況を踏まえ、臨時休業の実施及び期間等について決定する場

　　　 　合があるものとする。
「※1」・・・（１）有症状患者　（※人工呼吸器等による治療を行った場合を除く）
　　　　　　　　 （ａ）  （ｂ）以外の者
　　　　　　　　　　　　・発症日から７日間経過し、かつ、症状軽快後24 時間経過した場合には８日目から解除を可能とする。
　　　　　　　　  (ｂ)　 現に入院している者（※２）
　　　　　　　　　　　　・発症日から10 日間経過し、かつ、症状軽快後72 時間経過した場合に11日目から解除を可能とする。
             （２）無症状患者（無症状病原体保有者）
                  ・検体採取日から７日間を経過した場合には８日目に療養解除を可能とする。
                  ・加えて、５日目の検査キットによる検査で陰性を確認した場合には、５日間経過後（６日目）に解除を可能とする。

「※2」・・・感染者と最後に濃厚接触をした日の翌日から起算。ただし、２日目及び３日目に薬事承認された抗原定性検査キッ
　　　   　　トを用いた検査で陰性を確認した場合は、３日目から解除を可能とする。

◇市立幼稚園及び保育園については、保健所等関係機関と相談した上で個別に対応する


